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• 新たな共通プラットホームの採用 
－使いやすいワイドなLCDディスプレイ 
－使いやすいグラフィカルユーザインターフェイスの採用 
―日本語表示対応 
• 画像処理の高速化 
• 新しいアプリケーション 
―primeFSE計測：高速SE法を使った計測機能 
―新たな位置決め機能 
• 省スペース・省ランニングコスト 
―省スペース（撮影室4m x 5m) 
―ランニングコスト低減（電源容量9.5kVA,撮像時消費電力 
4kW) 
• カスタマーサポートサービス 
―高速インターネット回線を使用したSentinelカスタマーサー
ビスを提供 
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